
黒色

こ種類があけモ1王 子

ス起動とマイナス起動

レーキラン
ピンク色 (キ300nA)

オプシ

赤 白黒

(プラス起動)車橿の場合、白色線と赤色線をお互いに差し込んでください。

(マイナス起動)車種の場合、白色線と黒色線をお互いに差し込んでください。

モーターバイク防犯書義装置の接続説明
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バッテリー (プ

ラス)

赤色 赤色 赤色 赤色 白色しま模様の

赤色線

バ ッテリー (マ

イナス)

黒色 緑色 黒と, 白色しま模様の

黒色練

黒色

パワードアロ

ック電気線

オレシジ色 黒色 ブラウン色 オレンジ色 オレンジ色

上停／ヽ
シン工

　
綜

青色 ロックの黒色■

白色線を切断し

てください。貢

色はロックヘ、

言色ほバイクの

メイン綜へ接続

してください。

ロックの黒色十白

色綜を切断してく

ださい。責色はロ

ッタヘ、青色はパ

イクのメイン線へ

接続してくださ

Ⅲト

ロックの黒色十

自色線を切断し

てください。資

色はロックヘ、

青色はバイクの

メイン縁へ接続

してください。

ロックの黒色+

魯色線を切断 し

てください。ま

色はロックヘ、

青色はパイクの

メイン濠へ接続

してください。

エンジン停止

線

責色

エンジン起動

禄

縁色 赤色[″ま模権の

責色森

塵をしま槙様の言

色続

緑色しまt~様の

責色線

白色しま複様の

緑色綜

ヤンキン一一‐一一々　
若

灰仁 責と しま凄療の

緑色森

責としま模存の振

仁綜

長としま槙凄の

塵色続

浅い言色
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DJ,M413マイクロコンピュータ内蔵のモーターバイク防犯警報装置

(起動式)

一、設定 :(第 1ボ タンを1回押してください)

第 1ボタンを1回押すと、ホーンが1回鳴り、スモールランプが1回点滅します。3

秒後に警戒状態に入ります。

二、解除 :(第 2ボ タンを1回押してください)

第 2ボ タンを1回押すと、ホーンが2回鳴り、スモールランプが2回点滅します。シ

ステムは正常に回復されます。

三、警戒状態の警報機能 :

(1)エンジンキーがオンにされる時、またはボディが強打された時、スモールランプが

連続点滅するとともに、ホーンが鳴り続けます。 15秒 後に警戒状態に戻ります。

(2)警告 ・警報中、エンジンキーがロックされたので、エンジンキーはオンに出来ませ

ん。

四、サイレントモード,(第3ボ タンを1回押してください)

(1)第3ボ タンを1回押すと、スモールランプが4回点滅します。3秒後に警戒状態に

入ります。

(2)サイレントモード中のスモールランプの点滅回数は発振器のレベル設定によって決

められます。例えば、発振器は4級に設定された場合、サイレントモード中のスモー

ルランプが4回点滅します。

(3)サイレントモード中に賊がエンジンキーをオンにしよう時やボディの振動を感知し

た時、スモールランプが15秒 連続点滅するとともに、ホーンが15秒 鳴り続けます。

警告 ・警報後、再度警戒状態に戻ります。連続的に警告 ・警報の状態にされる場合、3

秒の間隔で 15秒 鳴り続けます。

(4)解除 :解除ボタン (第2ボ タン)を押すと、ホーンが2回鳴り、スモールランプが2

回点滅します。

五、盗難防止機能 :(第 1ボタンを4秒押し続けてください)

第 1ボタンを4秒押し続けると、スモールランプが点滅し、ホーンが15秒 鳴り続け

ます。警告 ・警報後、再度警戒状態に戻ります。

六、カーサーチ機能 :(第 1ボタンを1回押してください)

第 1ボタンを1回押すと、ホーンが 1回鳴り、スモールランプが1回点滅します。バ

イクの置き場所を教えてくれます。

七、エンジンの起動 :(第 4ボ タンを1回押してください)

(1)第 4ボ タンを1回押すと、エンジンが起動させます。起動時間は約 1秒です。

(2)起 動時間が不足の場合、ボタンを押し続けて起動時間を設定してください。

(3)設 定中にリモコンによるシステム起動機能は使えません。

八、エンジンの停止 i(第2ボ タンを1回押してください)

解除ボタン (第2ボ タン)を 1回押すと、エンジンが停止させます。



九、機能設定 !(第 2ボ タンを4秒押し続けてください)

第 2ボ タンを4秒押し続けると、スモールランプが2回点滅し、ホーンが2回長く鳴

ります。システムは機能設定モードに入ります。

1.発 振器のレベル設定 :(出荷時は4級に設定されている)

(1)リモコンの第 1ボタンを1回押すと、スモ
ールランプが1回点滅し、ホーンが 1回

鳴り、最高感知レベルである1級となります。第 1ボタンをもう1回押すと、スモ
ールランプが1回点滅して2級へ切り替えます。第 1ボタンを3回目押すと、スモ
ールランプが1回点滅して3級へ切り替えます。最後は8級まで切り替えられます。

(2)発振器が8級となった場合、第 1ボタンをもう1回押すと、1級に戻ったお知らせ

としてスモールランプが1回点滅し、ホーンが1回鳴ります。

(3)解除ボタンを押すと、スモ
ールランプが2回点滅し、ホーンが2回鳴り、機能設

定モードが終了させます。

2.警 報音設定 :(出荷時は第 1種類に設定されている)(警報音は3種類があります。)

(1)リモコンの第 3ボ タンを1回押すと、ホ
ーンは第 1種類の警報音で鳴ります (一番

大きく、鋭い音)。第 3ボ タンをもう1回押すと、ホーンは第 2種類の警報音で鳴

ります (大きく、鋭い音)。第 3ボ タンを3回目押すと、ホーンは第 3種類の警報

音で鳴ります (大きく、鋭くない音)。

(2)リモコンの第 3ボ タンを1回押すと、警報音の連続選択が出来ます。

(3)解除ボタン (第2ボ タン)を 1回押すと、スモ
ールランプが2回点滅し、ホーン

が2回鳴り、機能設定モードが終了させます。

3.機 能設定モードに入ると、(1)発振器のレベル設定及び (2)警報音設定が同時に

行われます。

十。発振器レベルの確認 :

サイレントボタン (第3ボ タン)を 1回押すと、スモールランプの点滅回数によって

発振器のレベルを確認できます。
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